
 

令和 2 年度の日本学士院奨励賞、浦川篤氏ら若手研究者 6人に 

 

 日本学士院は、優れた研究成果を上げて今後の活躍が期待される若

手研究者に贈る「日本学士院学術奨励賞」の令和２年度授賞者に、オラ

ンダのデルフト工科大学の浦川篤教授ら 6 人を選んだ。新型コロナウイル

ス感染症の影響で授賞式は行わないが、受賞者には賞状・賞牌と副賞と

して記念品が贈られる。  

 日本学士院学術奨励賞の受賞者、年齢、現職、専門分野、研究課題

および主な内容は次の通り（顔写真はすべて日本学士院提供）。  

 

浦川篤氏 

 

・浦川篤氏、44 歳、オランダ・デルフト工科大学化学工学科教授＝不均

一触媒、オペランド分光、「高圧条件 ・非定常操作による二酸化炭素の

高効率触媒的変換と反応メカニズムの解明」  

 

  浦川  篤氏の研究は、地球環境問題における愁眉の温暖化ガスであ

る二酸化炭素を効率的にメタノール、ギ酸メチル、炭酸ジメチルに資源化

する触媒的水素化プロセスの開発に関するものです。その特徴は、選択

性、収率に優れた生成物に有利な反応系を確立する上で、臨界状態に

着目するという卓抜な発想を起点として、非定常操作を駆使する点にあり

ます。特にメタノール合成では最高水準の反応系を確立し、実証試験に

も繋がっています。  

 

 浦川氏の研究のもう一つの特徴は、オペランド分光を駆使し、不均一触

媒反応をリアルタイムでその場観察することにより、反応機構の本質的解

明に取り組むとともに、得られた知見を触媒反応の最適化にフィードバッ

クする姿勢にあります。  

 



 同氏は、触媒分野における先駆的な研究成果を挙げるとともに、メタン

の活性化という挑戦的な課題に取組むなど、今後も国際的に分野を先導

することが期待されます。  

 

岡勇輝氏 

 

・岡勇輝氏、42 歳、米カリフォルニア工科大学生物・生物工学専攻教授

＝哺乳類における本能行動の神経基盤、「体内の水分 ・塩分恒常性維

持に関わる神経回路の機能的同定」  

 

 岡  勇輝氏は、これまであまり注目されてこなかった哺乳動物の水分と

塩分欲求制御機構の研究を行い、中枢神経と末梢神経の両方のレベル

でその制御機構を明らかにしました。  

 

第一に、口渇と飲水行動を正負に制御する神経細胞群を明らかにし、第

二に塩分摂取を支配する神経回路を同定しました。脳内の口渇制御神

経は液体の嚥下と腸内の浸透圧変化により抑制され、また塩分欲求神

経は末梢の塩味知覚によって制御を受けていることを明らかにしました。

第三に水が直接味覚細胞を刺激することにより味覚として感知される（水

を美味しいと感じる）という極めて興味ある神経機構を明らかにしました。  

 

岡氏の一連の研究は、水分と塩分欲求行動の中枢神経レベルでの神経

基盤と制御機構を明確に示したものであり、最近の神経科学の研究の中

でも特筆すべき成果と評価されます。  

 

鯉渕道紘氏 



 

・鯉渕道紘氏、43 歳、情報・システム研究機構国立情報学研究所准教

授・総合研究大学院大学複合科学研究科准教授＝計算機システム・ネ

ットワーク、「並列計算機システムの相互結合網へのランダム性導入に関

する先駆的研究」  

 

鯉渕道紘氏の研究は計算ノード間の規則的配線にランダムな配線を追

加することによって遅延時間の最小化を図ることに成功した画期的な研

究です。配線のトポロジカルな構造をグラフ表現し、グラフ上のノードからノ

ードへメッセージが転移する回数を少なくすることで、結果的に遅延時間を

100 分の 1 に減少するという革命的な結果を得ました。  

 

一方、計算上のランダム配線は物理世界において当然複雑な配線を必

要とします。鯉渕道紘氏はこの理論結果の実現のために克服しなければ

ならない難問を、超広域の光無線によるケーブルレス化の実現により、並

列計算に特徴的であったラック間の複雑な配線を不要にするという画期

的な発明によって解決しました。この成果は現在世界的に大きな注目を

集め、大型計算の進歩の一つの主導的立場を獲得したと言えます。  

 

 

菅谷拓生氏 

 

・菅谷拓生氏、38 歳、米スタンフォード大学経営大学院准教授＝理論経

済学、「私的観測下での繰り返しゲームにおける協調行動の一般理論の

証明」  

 

「いかにして社会のためになる協調行動が達成され維持されるか」が社会

科学の最重要課題になります。実は、１回限りの関係では協調的な行動

を選ばない利己的な個人同士の場合でも、長期的な関係においては「暗

黙の協調」が生まれる可能性は､半世紀以上前からゲーム理論家の間で

「フォーク（民間伝承）定理 」として知られていました。ただ、社会全体で誰



がどう行動したかが分からない場合は未解決のまま残されていました。菅

谷拓生氏の最大の仕事は、「私的不完全観測下のフォーク定理」と呼ば

れるこの問題に一般的な枠組みで完全な解答を与えたことです。また、各

人が関係を結ぶ相手が次々と変わっていく場合も未解決でしたが、菅谷

氏は近年この問題にも解答を与えることに成功しました。  

 

  「協調の一般理論」という社会科学における中心問題において一番の

鍵となる結果を導いた同氏の仕事は、日本の社会科学の水準の高さを

国際的に知らしめる重要な貢献です。  

 

 

三浦あゆみ氏 

 

・三浦あゆみ氏、39 歳、大阪大学大学院言語文化研究科准教授＝英

語史、「英語史における非人称構文の統語法・語彙の実証的研究」  

 

Oxford Universi ty Press 英語史叢書に収められた三浦あゆみ氏の主

著は、中世英語で広 く見られる非人称構文の特性を、中英語 （Middle 

Engl ish; 12-15世紀）の情動動詞に即して分析しました。斬新な点は、非

人称構文をとる（情動主体は目的格に置かれる）動詞のみに注目するの

でなく、それを、主体を主格主語とする類義の動詞と精細に比較し、現代

英語の心理動詞研究さらには心理学の成果をも援用して、統語的差異

と意味的差異の関連を析出したことです。  

 

宮本圭氏 

 



・宮本圭氏、39 歳、近畿大学生物理工学部准教授＝生殖生物学・発生

生物学、「卵内初期化機構に関する研究」  

 

宮本  圭氏は、様々な動物の卵細胞中のクロマチンタンパク質等が移植

核の遺伝子の転写を制御する初期化因子であることを実証しました。加

えて、宮本氏は哺乳動物クローン技術の向上に向け初期胚発生機構の

解明などの成果を一流国際ジャーナルに発表しています。  

 

 同氏の研究成果は、畜産に革命をもたらすばかりか、基礎発生学、生

物学に貢献するところが多大です。同氏には今後も世界の生殖・発生生

物学分野をけん引することが期待されます。  

 

 

 

日本語発表資料 

https://www.japan-acad.go.jp/japanese/news/2021/011201.html 

 


